
統計情報

■ IPv4アドレス割り振り件数の推移

IPv4アドレスの割り振

り件数の推移です。

JPNICでは必要に応

じて、APNICよりアド

レスの割り振りを受け

ています。

IPアドレス管理指定事業者
（旧会員）への割り振り

APNICからの割り振り

■ IPv6アドレス割り振り件数の推移

JPNICでは、これまでAPNIC

で行う割り振りの取り次ぎサー

ビスを行っていましたが、2005

年5月16日より、IPアドレス管理

指定事業者を対象にIPv6アド

レスの割り振りを行っています。
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　・ Using Kerberos V5 over the Transport Layer Security（TLS）
　　  protocol

IESG reviewというステータスです。

　・  Initial and Pass Through Authentication Using Kerberos 
 　  V5 and the GSS-API（IAKERB）

数ヶ月前にWGとしてのLast Callが完了しました。

＜失効ステータスI-D＞

　・ Additional Kerberos Naming Constraints
　・ Anonymity Support for Kerberos

　上記のI-Dについては、どちらもKRB WGでの検討項目
ですが、失効しているステータスです。これらのような失効し
ているI-Dも、新たに更新版をアップロードすることで、ドキュ
メントのステータスをアクティブな状態に変更することがで
き、これにより他の議題と同様に議論を行うことができます。

　Additional Kerberos Naming Constraintsについては、
ドキュメントに存在している問題は解決されているため、最
新版の投稿が行われるのを待つという状態であり、また、
Anonymity Support for Kerberosは、いくつかの修正が
残っている状況です。

＜Last Call中の検討項目＞

　KRB WGでLast Callを行っている検討項目として、次の項目
がありました。

　・ An information model for Kerberos version 5
　複数のrealm（realmとは、ここではKerberosを使用
したネットワークのこと）において、Kerberosを使用して認
証できるユーザーやサービス固有の名前であるprincipal
が、複数の名前を持ってしまうかもしれないことについて議
論されていました。

<新規の検討項目>

　KRB WGにおける新規の検討項目として、以下の議題につい
て議論を行いました。

　・ Kerberos ticket extensions
　・ Deprecate DES support for Kerberos
　・ Kerberos Option for DHCPv6

　この検 討 項目の中で、個 人 的に注目しているのは、

Deprecate DES support for Kerberosです。その理由と
しては、暗号アルゴリズムの危殆化対策（暗号技術の世代交
代）の対象アルゴリズムである、DES暗号の利用停止を行う
ために、WGとして検討が行われていることが挙げられます。
暗号アルゴリズムを利用するプロトコルの危殆化対策を推進
していくことは、プロトコルが利用している暗号アルゴリズムの
安全性について強く意識することであり、利用者や実装者へ
の注意喚起を促すのに良い機会にもなります。そのため、この
ような検討は多くのセキュリティ関連のプロトコルでも、積極的
に行われてほしいと考えています。

＜今後の検討項目＞

　今後のKRB WGとしての検討項目について議論しました。議
題は、以下の通りです。

　・ Kerberos number registry to IANA
　・ KDC Schema
　・ Camellia Encryption for Kerberos 5

　ここでは、上記の中から議論が盛り上がった話題について
報告します。それは、NTT社とMIT Kerberos Consortium
の共同により提案が行われた「Kerberos 5 プロトコルにおい
て、日本で開発されたCamellia暗号をCTS（Cipher Text 
Stealing）モードで利用するための仕様提案」についてです。
現状のKRB WGにおいて、新規暗号アルゴリズムを追加する
ことが、検討項目になっていないため、本提案をどのように扱う
べきか議論が行われました。

　結果的には、KRB WGにおける検討項目にはなりませんでした
が、Individual draftとして有識者のレビューを行うことになりまし
た。この議論に関係した話題として、Kerberos 5プロトコルで利
用する暗号モードとして、GCMモード（Galois Counter Mode）
やCCM（Counter with CBC-MAC）モードに関する話題も検
討される流れになっていました。

□KRB WG
  http://www.ietf.org/dyn/wg/charter/krb-wg-charter.html

□第77回 IETF KRB WGのアジェンダ
　http://www.ietf.org/proceedings/10mar/agenda/krb-wg.txt

                               （NTTソフトウェア株式会社 菅野哲）

インターネット・トピックス ～関連団体の動向～
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統計情報 Statistics Information

■ 地域インターネットレジストリ（RIR）ごとの
    IPv4アドレス、IPv6アドレス、AS番号配分状況

AfriNIC 0.78%

各地域レジストリごとのIPv4、IPv6、AS番号の割り振り状況です。APNICはアジア太平洋地域、ARINは主に北米地域、RIPE NCCは

欧州地域、AfriNICはアフリカ地域、LACNICは中南米地域を受け持っています。（2010年6月30日現在）

ARIN 12.89%

APNIC 14.84%

IANA 1
IANA    1.59% APNIC 10.38%

LACNIC 4.29%
AfriNIC 1.95%

APNIC 2,084

ARIN 
2,053

LACNIC 3.13%

LACNIC 2,049

RIPE NCC
12.50%

RIPE NCC 2,114

RIR、IANA
以外の組織
35.94％

未割り振り分
          6.25％

IANA
13.67％

AfriNIC 2,049

※1

※2

※4

※3

● IPv4アドレス

● 2バイトAS番号 ● IPv6アドレス

※5 IANAからRIRに割り振られた/23のブロック数は10,349※3 上記の他に、IANAから各RIRに対して
　　1,024個の4バイトAS番号の割り振りが
　　行われています
※4 IANA：AS番号 0, 23456, 64512-65535

※1 IANA：Multicast（224/4）
　   RFC1700（240/4）
　   その他（000/8, 010/8, 127/8）
※2 未割り振り分はIANAが管理しています

ARIN 37.24％
RIPE NCC
32.07％

未割り振り分
12.48％

/23のブロック数
10,349※5

JPドメイン名の登録件数は、2001年の汎用JPド

メイン名登録開始により大幅な増加を示し、2003

年1月1日時点で50万件を超えました。

その後も登録数は増え続けており、2008年3月

1日時点で100万件を突破、2010年7月現在で約

117万件となっています。

■ JPドメイン名登録の推移

JP
AD
AC
CO
GO
OR
NE
GR
ED
GEO
LG

属性型・地域型
JPドメイン名

汎用JPドメイン名

属性なし
JPNIC会員
大学等教育機関
一般企業
政府機関
会社以外の法人
ネットワークサービス
任意団体
小・中・高校
地域型
地方公共団体

GA
GJ

ASCII（英数字）
日本語
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■ アジア太平洋地域の国別IPv4アドレス配分状況

APNICからローカルインターネットレジストリ

（LIR）へ割り振られたホスト数と、APNICから

直接割り当てられたホスト数の合計を国別に示

しています。（2010年6月30日現在）
台湾
4.35％

オーストラリア
6.36％

中国
36.96%

日本
26.73%

韓国
13.14%

その他
12.46%

38 JPNIC Newsletter No.45 July 2010 39JPNIC Newsletter No.45 July 2010



統計情報 Statistics Information

■ gTLDの種類別登録件数

分野別トップレベルドメイン（gTLD: generic TLD）の登録件数

です（2010年3月現在）。データの公表されていない、.edu, .gov, 

.mil, .intは除きます。

※下記のデータは、各gTLDレジストリ（またはスポンサー組織）がICANNに提出する
月間報告書に基づいています

.com

.net

.org

.info

.biz

.mobi

.tel

.name

.asia

.travel

.pro

.cat

.jobs

.aero

.coop

.museum

商業組織用

ネットワーク用

非営利組織用

制限なし

ビジネス用

モバイル関係用

IPベースの電話番号用

個人名用

アジア太平洋地域の企業／個人／団体等用

旅行関連業界用

弁護士、医師、会計士等用

カタロニアの言語／文化コミュニティ用

人事管理業務関係者用

航空運輸業界用

協同組合用

博物館、美術館等用

8,207,184

5,892,612

2,064,799

957,128

41,536

32,991

6,815

6,209

553

281,968

250,166

47,438

218,618

■ JPドメイン名紛争処理件数

JPNICはJPドメイン名紛争処理方針（不正の

目的によるドメイン名の登録・使用があった場合

に、権利者からの申立に基づいて速やかにそ

のドメイン名の取消または移転をしようとするも

の）の策定と関連する業務を行っています。こ

の方針に基づき実際に申立てられた件数を示

します。（2010年6月現在）

※申立の詳細については下記Webページをご覧ください
http://www.nic.ad.jp/ja/drp/list/

※取下げ ： 裁定が下されるまでの間に、申立人が申立を取り下げること
　移　転 ： ドメイン名登録者（申し立てられた側）から申立人にドメイン名登録が移ること
　取　消 ： ドメイン名登録が取り消されること
　棄　却 ： 申立を排斥すること
　係属中 ： 裁定結果が出ていない状態のこと
　手続終了 ： 当事者間の和解成立などにより紛争処理手続が終了すること

2000年
2001年
2002年
2003年
2004年
2005年
2006年
2007年
2008年
2009年
2010年

2件
11件
6件
7件
4件
11件
8件
10件
3件
9件
４件

移　転
移　転
移　転
移　転
移　転
移　転
移　転
移　転
移　転
移　転　3件 ・ 取　消　2件 ・ 棄　却　2件 ・ 手続終了　1件 ・ 係属中　1件
移　転　 2件 ・ 取　消　1件 ・ 棄却 1件

1件
9件
5件
4件
3件
10件
7件
9件
2件

・ 取下げ　1件
・ 取下げ　2件
・ 取　消　1件
・ 取　消　3件
・ 棄　却　1件
・ 取下げ　1件
・ 棄　却　1件
・ 棄　却　1件
・ 棄　却　1件

88,509,746

13,278,345

2010年7月1日現在の登録ドメイン名を属性別で円グラフにしたも

のです。 最も多い属性は、汎用JPドメイン名（GA）で54.62％、次

いでCO、汎用JPドメイン名（GJ）、OR、NEの順となります。

■ 属性ごとの登録JPドメイン名の割合

CO
28.89%

GA
54.62%

GJ
10.98%

OR  2.25% GO+AD
=0.07+0.02%

NE  1.43% LG 0.16%
GR  0.66 % AC 0.30%
ED  0.39 % GEO 0.23%

44,346
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インターネット
Internet 

10分講座

12

6

39

DNSルートサーバ
　インターネットを支えるDNS。その起点たるDNSルート
サーバの現状をお伝えします。

 . NS A .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS H .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS C .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS G .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS F .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS B .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS J .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS K .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS L .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS M.ROOT-SERVERS.NET.
 . NS I .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS E .ROOT-SERVERS.NET.
 . NS D .ROOT-SERVERS.NET.
 A .ROOT-SERVERS.NET. A 198.41.0.4
 A .ROOT-SERVERS.NET. AAAA 2001:503:BA3E:0:0:0:2:30
 H .ROOT-SERVERS.NET. A 128.63.2.53
 H .ROOT-SERVERS.NET. AAAA 2001:500:1:0:0:0:803F:235
 C .ROOT-SERVERS.NET. A 192.33.4.12
 G .ROOT-SERVERS.NET. A 192.112.36.4
 F .ROOT-SERVERS.NET. A 192.5.5.241
 F .ROOT-SERVERS.NET. AAAA 2001:500:2F:0:0:0:0:F
 B .ROOT-SERVERS.NET. A 192.228.79.201
 J .ROOT-SERVERS.NET. A 192.58.128.30
 J .ROOT-SERVERS.NET. AAAA 2001:503:C27:0:0:0:2:30
 K .ROOT-SERVERS.NET. A 193.0.14.129
 K .ROOT-SERVERS.NET. AAAA 2001:7FD:0:0:0:0:0:1
 L .ROOT-SERVERS.NET. A 199.7.83.42
 L .ROOT-SERVERS.NET. AAAA 2001:500:3:0:0:0:0:42
 M.ROOT-SERVERS.NET. AAAA 2001:DC3:0:0:0:0:0:35
 M.ROOT-SERVERS.NET. A 202.12.27.33
 I .ROOT-SERVERS.NET. A 192.36.148.17
 E .ROOT-SERVERS.NET. A 192.203.230.10
 D .ROOT-SERVERS.NET. A 128.8.10.90

 (中略)

 COM. NS A.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS G.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS H.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS C.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS I.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS B.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS D.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS L.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS F.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS J.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS K.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS E.GTLD-SERVERS.NET.
 COM. NS M.GTLD-SERVERS.NET.

 (後略)

〜

②.comのDNSサーバーの
　リストが返ってくる

クライアント

③.comのDNSサーバー
　に問い合わせ

d.gtld-servers.net

①ルートDNS
　サーバーに
　.comを
　問い合わせ

a.gtld-servers.net 192.5.6.30
a.gtld-servers.net 2001:503:a83e::2:30
b.gtld-servers.net 192.33.14.30
b.gtld-servers.net 2001:503:231d::2:30
c.gtld-servers.net 192.26.92.30
d.gtld-servers.net 192.31.80.30
e.gtld-servers.net 192.12.94.30
f.gtld-servers .net 192.35.51.30
g.gtld-servers.net 192.42.93.30
h.gtld-servers.net 192.54.112.30
i.gtld-servers .net 192.43.172.30
j.gtld-servers .net 192.48.79.30
k.gtld-servers.net 192.52.178.30
l.gtld-servers .net 192.41.162.30
m.gtld-servers.net 192.55.83.30

図1　 DNSルートゾーンに含まれるデータの一部

図2　DNSルートサーバは、下位のDNSサーバへの情報を
　　　回答する

※1  インターネット10分講座●DNS
      http://www.nic.ad.jp/ja/newsletter/No22/080.html
※2  Root Zone Database
      http://www.iana.org/domains/root/db/
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1. ルートサーバの概要

　DNSルートサーバは、インターネットで利用されるDNSにおい

て、ツリー構造の起点となるサーバです。ちなみにDNSは、ドメイ

ン名とそれに関する情報を持つ分散データベースです。

　ルートサーバはルートゾーンと呼ばれる情報を保持し、インター

ネット上のDNSクライアントからの問い合わせに対して、この中

から必要な情報を取りだしてクライアントに回答する役目を負っ

ています。

　ルートゾーンには、com、org、jp、arpaなどのトップレベルド

メイン（TLD）の参照情報が書かれており、具体的にそれぞれの

TLDを受け持つDNSサーバがどんな名前であるか、どのようなIP

アドレスを持っているか、といった情報が記載されています。

DNSクライアントはその情報を元にして、次に問い合わせるべき

DNSサーバを把握します※1。

　2010年5月現在、ルートゾーンには約280個のTLDとそれぞ

れのDNSサーバ約1,600個の情報が登録されています（試験用

のドメインを含む）※2。

　DNSは、ドメイン名（ホスト名）からIPアドレスを求める、メールの

送信先サーバを調べるなど、インターネットの通信やサービスに頻

繁に利用されるデータベースです。そのため、検索の起点となる

ルートサーバは非常に重要なものになっています。




